
 

 

 

 

 

 
 

序 章 目的と位置づけ 

１. 目的  

２. 位置づけ 

３. 計画の構成  

４. 計画対象区域および目標年次 

 

第１章 都市の将来像  

１. 都市を取り巻く社会環境の変化 

２. 市民意向 

３. 都市の概況と主要課題 

４. 将来像  

５. 将来人口 

６. 都市づくりの目標 

７. 将来の都市構造 

 

第２章 全体構想 

１. 土地利用の方針 

２. 目標実現に向けてのまちづくり方針 

２－１ 「豊かな自然が輝く環境まちづくり」の方針 

２－２ 「みんなが住み続けたくなるブランドまちづくり」の方針 

２－３ 「賑わいある拠点と移動しやすい環境が整ったコンパクトなまちづくり」の方針  

２－４ 「みんなで育む、住み続けられるまちづくり」の方針  

３. 分野別のまちづくり方針（分野別に再整理した方針） 

３－１  市街地・住宅の整備・誘導の方針 

３－２  都市施設の整備・誘導の方針 

３－３  自然環境の保全・形成の方針 

３－４  都市景観形成の方針 

３－５  都市防災の方針 

 

第３章 地域別構想 

１. 地域別構想の位置づけ 

２. 地域別構想 

２－１ 北部エリア 

２－２ 中部エリア 

２－３ 南部エリア 

 

第４章 実現に向けて  

１. まちづくりの基本姿勢 

２. まちづくり実現に向けての方策 

３. 市民主体のまちづくりの支援充実 

 

参考資料 

１. 計画策定の経緯 

２. 用語の解説 

第６回都市計画マスタープラン専門部会 資料 

資料－１ 

都市計画マスタープラン・計画書の構成イメージ(案) 

（注）青字の項目が、今回資料の内容 

これまで議論してきた内容 

「分野別のまちづくり方針」は、分野毎の関連計

画・施策と連携・調整を図りつつ、適切な本計画

の運用とまちづくりの整備・誘導・支援を図るべ

く、「目標実現に向けてのまちづくり方針」を、分

野別に再編成したものです。 




